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（様式１） 

大阪市立巽東小学校 令和５年度 運営に関する計画・自己評価（総括シート） 

  

１ 学校運営の中期目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現状と課題 

（生活面） 

・学校全体でポジティブ行動支援等に取り組んだ結果、主体的に行動できる児童が増え、き 

まりを守り、互いを尊重し、楽しく学校生活を過ごすことができる児童が育ちつつある。 

・ポジティブ行動支援の取り組みや特別活動の活性化により徐々に自己肯定感が高まりつつ

ある。引き続き児童会活動や学級活動を充実させ、児童が活躍できる場を設けるとともに、

キャリア教育など将来の目標を持たせるきっかけとなる取り組みを進めていく。 

・自分の感情をコントロールしたり、思いをうまく伝えられなかったりすることがトラブル 

へと発展してしまうケースがある。個に応じた支援をさらに進める必要がある。 

・ＳＮＳ上での誹謗中傷やオンラインゲーム上でのトラブルが増加している。 

・新型コロナウイルスの感染拡大に伴って、学校に登校しづらくなる児童が増加している。 

（学習面） 

・小学校学力経年調査の結果を見ると、学年・教科によっては大阪市平均に近づいているも 

のもあるが、依然として学力差が大きく、特に低位層の割合が高い。学習意欲の高まりはう 

かがえるが、学習習慣や読書習慣等の定着などには２極化がみられる。 

・国語科の研究を進めた結果、物語文の「読み」を通して自分の考えを進んで表現できる児

童が増えた。引き続き、国語科を中心に授業研究に取り組むなど、教員の授業力の向上に努

める。 

・放課後学習教室などの補充学習の成果が表れ、基礎学力の定着がみられる児童もいるが、 

主体的に学習に取り組む意欲や態度には差がある。 

・「主体的・対話的で深い学び」を目指した授業づくりを進めるとともに、ＩＣＴの活用や 

教科横断的な学習などを取り入れ、個別最適な学びや協働的な学びを進める必要がある。 

・新型コロナウイルスの感染拡大により、運動する機会が減り、体力の低下が顕著に表れて

いる。 

 

中期目標 

【最重要目標１ 安全・安心な教育の推進】 

・令和 7 年度の全国学力・学習状況調査の「いじめは、どんな理由があってもいけない 

ことだと思いますか」に対して、最も肯定的な「思う」と回答する児童の割合を 88％ 

（R3:83.3%）以上にする。 

・毎年度末の校内調査において、不登校児童の在籍比率を毎年、前年度より減少させる。 

・毎年度末の校内調査において、前年度不登校児童の改善の割合を、毎年、増加させる。 

・令和 7 年度の小学校学力経年調査における「自分にはよいところがあると思いますか」

の項目について、「当てはまる(どちらかといえば、当てはまる)」と答える児童の割合を前

年度より向上させる。 

・令和 7 年度の小学校学力経年調査における「将来の夢や目標を持っていますか」の項目

で肯定的に答える児童の割合を、85%以上にする。 

 

【最重要目標２ 未来を切り拓く学力・体力の向上】 

・令和 7 年度の小学校学力経年調査における「学級の友達との間で話し合う活動を通じ 
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２ 中期目標の達成に向けた年度目標（全市共通目標を含む） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【最重要目標１ 安全・安心な教育の推進】 

全市共通目標（小学校） 

・小学校学力経年調査における「いじめは、どんな理由があってもいけないこと 

だと思いますか」に対して、最も肯定的な「思う」と回答する児童の割合を 85％以上にす

る。 

・年度末の校内調査において、不登校児童の在籍比率を前年度より減少させる。 

・年度末の校内調査において、前年度不登校児童の改善の割合を増加させる。 

 

学校園の年度目標 

・令和５年度の小学校学力経年調査における「自分にはよいところがあると思いますか」の

項目について、「当てはまる(どちらかといえば、当てはまる)」と答える児童の割合を前年

度（R4 85％）より向上させる。              

・令和５年度の校内調査における「学校に行くのは楽しいと思いますか。」に対して、肯定

的に答える児童の割合を、85%以上にする。 

・令和５年度の校内調査における「学校のきまりを守っていますか。」に対して、肯定的に回

答する児童の割合を、85％以上にする。 

 

て、自分の考えを深めたり、広げたりすることができていますか」に対して、最も肯定 

的な「思う」と回答する児童の割合を 38％以上（R3:33.2%）にする。 

・小学校学力経年調査における国語および算数の平均正答率の対全市比を、同一母集団 

において経年的に比較し、いずれの学年も前年度より１ポイント向上させる。 

・令和 7 年度小学校学力経年調査における「外国語（英語）の勉強は好きですか」に対して、

肯定的に回答する児童の割合を 78％以上（R3:73.3%）にする。 

・令和 7 年度の全国体力・運動能力調査における「運動（体を動かす遊びを含む）やス 

ポーツをすることは好きですか」に対して、最も肯定的な「好き」を回答する児童の割 

合を 73％以上（R3:68.4%）にする。 

・令和 7 年度の校内アンケートにおける「積極的に手を挙げて授業に参加していますか」 

の項目について「あてはまる（どちらかといえばあてはまる）」と答える児童の割合を 80% 

(R3:74.9%)以上にする。 

 

【最重要目標３ 学びを支える教育環境の充実】 

・協働学習支援ツールを用いた学習を週２回以上実施する。 

・ゆとりの日を月に 1 回設定・実施する。 

・令和 7 年度の小学校学力経年調査における「読書は好きですか」の項目について、「当

てはまる(どちらかといえば、当てはまる)」と答える児童の割合を 80%以上(R3:73.9%)

にする。 

・令和 7 年度全国学力・学習状況調査の「5 年生のときに受けた授業で、コンピュータな

どの ICT 機器をどの程度使用しましたか」の項目について、「ほぼ毎日」と答える児童の

割合を､10%（R3:2.6%）以上にする。 
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３ 本年度の自己評価結果の総括 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【最重要目標２ 未来を切り拓く学力・体力の向上】 

全市共通目標（小学校） 

・小学校学力経年調査における「学級の友達との間で話し合う活動を通じて、自分の考え 

を深めたり、広げたりすることができていますか」に対して、最も肯定的な「思う」と 

回答する児童の割合を前年度以上（R4 37％）にする。 

・小学校学力経年調査における国語および算数の平均正答率の対全国比を、同一母集団に

おいて経年的に比較し、いずれの学年も前年度より 1 ポイント向上させる。 

・小学校学力経年調査における「理科の勉強は好きですか」に対して、肯定的に回答する

児童の割合を 80％（R4 76％）以上にする。 

・小学校学力経年調査における「外国語（英語）の勉強は好きですか」に対して、肯定的

に回答する児童の割合を 75％以上にする。 

・小学校学力経年調査における「運動（体を動かす遊びを含む）やスポーツをすることは

好きですか」に対して、最も肯定的な「好き」を回答する児童の割合を 70％以上にす

る。 

 

学校園の年度目標 

・令和５年度の小学校学力経年調査の平均正答率７割以下の児童を同一母集団で比較し、

いずれの学年も前年度より３ポイント減少させる。 

・令和６年度の全国体力・運動能力、運動習慣等調査において、特に課題である反復横跳

びと立ち幅跳びの記録を前年度より５ポイント増加させる。 

 

【最重要目標３ 学びを支える教育環境の充実】 

全市共通目標（小学校） 

・協働学習支援ツールを用いた学習を週２回以上実施する。 

・プログラミング教材を活用した学習を学期に１回実施する。 

・ゆとりの日を月に１回設定・実施する。 

 

学校園の年度目標 

・令和 5 年度全国学力・学習状況調査の「5 年生のときに受けた授業で、コンピュータな

どの ICT 機器をどの程度使用しましたか」の項目について、「ほぼ毎日」と答える児童の

割合を､前年度（R4:11%）以上にする。 

・情報モラル教育を、学期に 1 回実施する。 

・令和５年度の小学校学力経年調査における「読書は好きですか」の項目について、「当

てはまる(どちらかといえば、当てはまる)」と答える児童の割合を前年度（R4 71％）よ

り増加させる。 
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（様式２） 

大阪市立巽東小学校 令和５年度 運営に関する計画・自己評価（目標別シート） 

 

 

 

年度目標 

達

成

状

況 

【最重要目標１ 安全・安心な教育の推進】 

全市共通目標（小学校） 

・小学校学力経年調査における「いじめは、どんな理由があってもいけないこと 

だと思いますか」に対して、最も肯定的な「思う」と回答する児童の割合を 85％以上

にする。 

・年度末の校内調査において、不登校児童の在籍比率を前年度より減少させる。 

・年度末の校内調査において、前年度不登校児童の改善の割合を増加させる。 

 

学校園の年度目標 

・令和５年度の小学校学力経年調査における「自分にはよいところがあると思いますか」

の項目について、「当てはまる(どちらかといえば、当てはまる)」と答える児童の割合

を前年度（R4 85％）より向上させる。              

・令和５年度の校内調査における「学校に行くのは楽しいと思いますか。」に対して、

肯定的に答える児童の割合を、85%以上にする。 

・令和５年度の校内調査における「学校のきまりを守っていますか。」に対して、肯定的

に回答する児童の割合を、85％以上にする。 

 

 

 

 

年度目標の達成に向けた取組内容、取組の進捗状況を測る指標 

進

捗

状

況 

取組内容①【基本的な方向１ 安全・安心な教育環境の実現】（堀江） 

いじめや暴力行為、不登校を生まない学校づくりを進める。また、諸問題の早期発見、

早期対応を進めるために学校全体で組織的な対応を行う。  

 

指標 

① 生活指導部会を月一回実施し、情報の共有や対応についての協議を行い、職員会

議で伝達することで共有を行う。 

② 学期に 1 回実施するいじめアンケートのデータを把握し指導する。 

③ いじめの実態に合わせていじめ対策委員会を開き、いじめの対策について協議す                        

る。 

④ 登校を渋り気味の児童や不登校の児童が学校に登校しやすいように小会議室を利

用し、不登校等対策委員会を中心に学習の補助やメンタル面でのサポートをし、学

級に入って学習できるように学校全体で取り組む。  

評価基準 Ａ：目標を上回って達成した        Ｂ：目標どおりに達成した 

Ｃ：取り組んだが目標を達成できなかった  Ｄ：ほとんど取り組めず目標も達成できなかった 
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取組内容②【基本的な方向１ 安全・安心な教育環境の実現】       （堀江） 

自ら考え行動し、主体的に学校のきまりを守ろうとする子どもを育てる。         

 
指標 

① 学校のきまりを守る取り組みを年一回以上実施する。 

② エビデンスベースの学校改革推進委員会を複数回実施する。 

③ ポジティブな行動支援に関する取り組みを学校全体で行う。  
取組内容③【基本的な方向２ 豊かな心の育成】             （堀江） 

ポジティブ行動支援「3 つのいいね」の取り組みのうち、「ポジティブワードを使う」

「時間を守る」ことに関する取り組みを充実し、子どもたちが楽しく学校生活を送れ

るようにする。 

 
指標 

① 学級でポジティブワードについて話し合う場を設け、振り返る場も設ける。 

② 特別活動を通して「時間を守る」ことに関する取り組みを行う。 

③ 特別活動を通して「ポジティブワードを使う」ことに関する取り組みを行う。 

④ 「ポジティブワードを使うように心がけたかどうか」のアンケートを取り、80％

以上の児童が肯定的な回答をする。  
取組内容④【基本的な方向２ 豊かな心の育成】             （松村） 

児童会活動や縦割り活動、学級活動などを充実し、一人一人が活躍する場を多く取り入

れることで自己有用感を育む。 

 
指標 

① 各学級で学級活動や朝の会、終わりの会等で児童のがんばりを発表しあう場を設

ける。 

② 全校オリエンテーリングやたてわり班活動を通して、他学年との交流を行う。 

③ 学級活動を通して、ペア学年で年２回以上、交流活動を行う。 

年度目標の達成状況や取組の進捗状況の結果と分析 

 

次年度への改善点 
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（様式２） 

大阪市立巽東小学校 令和５年度 運営に関する計画・自己評価（目標別シート） 

 

 

 

年度目標 
達成

状況 

【最重要目標２ 未来を切り拓く学力・体力の向上】 

全市共通目標（小学校） 

・小学校学力経年調査における「学級の友達との間で話し合う活動を通じて、自分

の考えを深めたり、広げたりすることができていますか」に対して、最も肯定的

な「思う」と回答する児童の割合を前年度以上（R4 37％）にする。 

・小学校学力経年調査における国語および算数の平均正答率の対全国比を、同一母

集団において経年的に比較し、いずれの学年も前年度より 1 ポイント向上させる。 

・小学校学力経年調査における「理科の勉強は好きですか」に対して、肯定的に回

答する児童の割合を 80％（R4 76％）以上にする。 

・小学校学力経年調査における「外国語（英語）の勉強は好きですか」に対して、

肯定的に回答する児童の割合を 75％以上にする。 

・小学校学力経年調査における「運動（体を動かす遊びを含む）やスポーツをする

ことは好きですか」に対して、最も肯定的な「好き」を回答する児童の割合を 70％

以上にする。 

 

学校園の年度目標 

・令和５年度の小学校学力経年調査の平均正答率７割以下の児童を同一母集団で比

較し、いずれの学年も前年度より３ポイント減少させる。 

・令和６年度の全国体力・運動能力、運動習慣等調査において、特に課題である反

復横跳びと立ち幅跳びの記録を前年度より５ポイント増加させる。 

 

 

 

 

年度目標の達成に向けた取組内容、取組の進捗状況を測る指標 
進捗

状況 

取組内容①【基本的な方向４ 誰一人取り残さない学力の向上】       （中） 

習熟度別少人数指導をはじめとする授業形態の工夫や朝の学習・放課後学習等を通して、

基礎基本の学力の定着を図る。           

 

指標 

➀３年生以上の各学級の実態に応じて、算数科の学習において多様な授業形態を学

期に複数回取り入れる。また、国語科の学習において多様な授業形態を一年に一回

実施する。 

➁高学年で教科担任制を実施する。 

➂学びコラボレーターによる放課後学習教室で補充学習の機会を設け、個に応じた

基礎基本の学力の定着を図る。 

➃学力向上推進委員会を月に一回実施し、学年付き担当による算数科及び国語科の

サポートの充実を図る。  

評価基準 Ａ：目標を上回って達成した        Ｂ：目標どおりに達成した 

Ｃ：取り組んだが目標を達成できなかった  Ｄ：ほとんど取り組めず目標も達成できなかった 
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取組内容②【基本的な方向４ 誰一人取り残さない学力の向上】       （千島） 

校内研究や研修を充実させ、教員の指導力向上を図ることを通して「主体的・対話的で

深い学び」の視点から授業改善を進める。 

 指標 

⓵研究教科である国語科の授業研究会 6 回と校内研修会１回を実施する。 

⓶メンター研修を学期に 1 回以上実施する。 

⓷各教員が授業研究を実施し、研鑽を深めるために、低・中・高の討議会を設ける。 

取組内容③【基本的な方向４ 誰一人取り残さない学力の向上】     （千島） 

ポジティブ行動支援「３つのいいね」の取り組みのうち、「学ぼう」に関する取り組

みを充実し、子どもたちが学習に意欲的に取り組めるようにし、学力の向上を図る。 

 指標 

①学級、学年に応じた漢字の復習及び予習プリント学習を学期に一度取り入れる。 

②年度初めと年度終わりに各学級、「授業に積極的に参加していますか。」の設問実

施・比較し、「はい」と回答した児童の人数を増やす。 

取組内容④【基本的な方向５ 健やかな体の育成】             (原田) 

休み時間や放課後等を活用し運動する機会を増やすとともに、体育科の授業内容の工夫

を進めることを通して、体力の向上を図る。 

 
指標 

① 反復横跳びと立ち幅跳びの記録を１学期（体力テスト）と３学期の年２回測定す

る。 

② 運動委員会による体力向上の取り組みや運動する意欲を高める取り組みを学期

に１回取り組む。 

③ 体育科実技研修を年１回以上実施する。  
取組内容⑤【基本的な方向５ 健やかな体の育成】             （青山） 

感染症をはじめとする病気や学校内外でのけがを予防するとともに、健全な食生活に対する理

解を深めることを通して心身の健康の保持・増進を図る。 

 
指標 

⓵養護教諭による児童の健康保持増進に関する保健指導を年３回実施する。 

⓶保健委員会によるせいかつしらべを月１回実施する。 

⓷学期に１回給食もりもりカードを用いて残食を減らす取組を行うとともに、給食

委員会による呼びかけを行う。 

取組内容⑥【基本的な方向５ 健やかな体の育成】            （吉川） 

学校の環境美化や施設の整備、備品の整理等を行い、子どもが学びに向かおうとする学習環

境づくりをすすめる。  

 

指標 

➀環境委員会による掃除週間や異学年そうじ交流の取り組みを年２回以上実施し、

学校美化の意欲を高める。 

➁教室掲示や机・椅子の環境整備を中心とした、ユニバーサルデザインの視点を取

り入れた学習環境づくりをすすめる。また、椅子の防音キャップの設置を３学年以

上進めていく。 

➂そうじの仕方、正しいそうじ道具の使い方、用具の片付け方を視覚化したり、動

画を作成したりして、児童自身が学校美化に取り組みやすい環境を整える。 
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年度目標の達成状況や取組の進捗状況の結果と分析 

次年度への改善点 

 

 

 

（様式２） 

大阪市立巽東小学校 令和５年度 運営に関する計画・自己評価（目標別シート） 

 

 

 

年度目標 
達成

状況 

最重要目標３ 学びを支える教育環境の充実】 

全市共通目標（小学校） 

・協働学習支援ツールを用いた学習を週２回以上実施する。 

・プログラミング教材を活用した学習を学期に１回実施する。 

・ゆとりの日を月に１回設定・実施する。 

 

学校園の年度目標 

・令和 5 年度全国学力・学習状況調査の「5 年生のときに受けた授業で、コンピュー

タなどの ICT 機器をどの程度使用しましたか」の項目について、「ほぼ毎日」と答

える児童の割合を､前年度（R4:11%）以上にする。 

・情報モラル教育を、学期に 1 回実施する。 

・令和５年度の小学校学力経年調査における「読書は好きですか」の項目について、

「当てはまる(どちらかといえば、当てはまる)」と答える児童の割合を前年度（R4 

71％）より増加させる。 

 

 

 

 

年度目標の達成に向けた取組内容、取組の進捗状況を測る指標 
進捗

状況 

取組内容①【基本的な方向６ 教育ＤＸ(デジタルトランスフォーメーション)の推進】 

1人 1台端末の環境を生かし、個別最適な学びと協働的な学びの実現に向け取り組む。（田川） 

 指標 

・スカイメニューを使った学習を全学年、年 3 回以上実施する。 

・プログラミング教材を使用した学習を年２回以上実施する。  
取組内容②【基本的な方向７ 人材の確保・育成としなやかな組織づくり】 （田川） 

教職員の働き方改革を進める。 

 指標 

・SSS の効果的な活用を工夫し、業務の分担を図る。 

・ナビマを積極的に活用し、教職員の負担を軽減する。 

取組内容③【基本的な方向８ 生涯学習の支援】             （中） 

学校図書館や学級文庫、区の図書館等を積極的に活用し、読書習慣の定着を図る。  

評価基準 Ａ：目標を上回って達成した        Ｂ：目標どおりに達成した 

Ｃ：取り組んだが目標を達成できなかった  Ｄ：ほとんど取り組めず目標も達成できなかった 
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指標 

① 図書館コーディネーター等による図書館開放や読み聞かせを週に３日実施する。 

② 生野図書館の団体貸し出しを学期に１回活用するとともに、学級文庫の充実を図

る。 

③ 図書委員会による低学年の読み聞かせとおすすめの本の紹介を、それぞれ学期に

１回行う。 

④ 図書館ボランティアによる各学年の読み聞かせを年１回実施する。 

⑤ 読書週間の定着を図るために、週１回読書タイムを実施する。 

年度目標の達成状況や取組の進捗状況の結果と分析 

次年度への改善点 

 

 

 


